
が
あ
り
ま
す
し
、
ま
た
石
野
新
蔵
の
知
久
平
城
を
こ
わ
し
た
時
の
文
書
、

知
久
平
御
城
皿
之
は
平
駅
髄
勁
贈
鮮
第
本
作
へ
相
渡
、
可
為
如
前
々
者
也
、

十
月
十
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
新光
　
之

（花
押
）

Ｌ
い
う
の
が
残
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
の
十
月
十
二
日
は
大
正
十
五
年
と
考

え
ら
れ
る
か
と
も
思
い
ま
す
。
天
二
十

一
年
か
ら
天
二
十
五
年
秋
ま
で
定
利
は

知
久
平
に
居
城
し
、
知
久
氏
が
亡
び
る
に
及
ん
で
飯
田
城
に
移
り
、
天
Ｉ
十
八

大

草

城

寛
政
元
年
大
草
村
明
細
帖
占
城
跡
の
項
に

「
是

ハ
出
城

二
御
座
侯
、
東
西
三

町
程
南
北

一
町
程
、
三
方
塙

一
方
山

二
続
侯
、
只
今

ハ
畑

二
成
御
縄
地

二
而
御

年
貢
上
納
仕
候
」
と
あ
る
。

村
内
は
も
と
よ
り

一
般
の
文
献
に
も
こ
の
城
で
戦
斗
の
あ

っ
た
記
録
は
な
い

一
説
に
は
香
坂
高
宗
が
宗
良
親
Ｉ
を
本
ず
る
に
大
卓
で
は
小
笠
原
勢
に
攻
略
さ

れ
場
い
の
で
大
河
原
に
移

っ
て
守

っ
た
と
も
い
う
。

年
八
月
上
州
へ
所
替
え
ま
で
飯
凹
城
に
在
城
し
た
の
か
と
思
い
ま
す
。
尚
、
飯

田
城
へ
移
っ
た
理
由
は
下
久
堅
上
虎
岩
か
ら
知
久
平
城
内
は
が
ら
見
え
に
見
え

る
の
で
、
飯
田
へ
移
っ
た
と
い
う
伝
説
が
残
つ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
江
戸
時

代
後
記
の
つ
く
り
話
な
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
や
は
り
武
田
氏
が
伊
那
郡
を
統

一
し
て
以
後
飯
田
が
中
心
と
し
て
も
っ
と
も
適
当
な
地
で
あ
り
、
下
条
氏
が
亡

び
る
の
を
待
っ
て
小
大
膳
定
利
も
飯
田
へ
移
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

（筆
者
　
飯
田
市
下
久
堅
北
原
）

―
ト

下
「

力n

賀

雄

高
坂
清
人
家
文
書
に
　
一言
つ
た
い
の
事

一　
む
か
し
宗
良
親
Ｉ
様
、
信
濃
国
伊
那
の
大
草
の
山
■
に
か
く
れ
去
時
、
せ

ん
そ
もヽ
し
た
か
い
、
よ
の
お
と
す
れ
悪
き
ゆ
へ
に
、
人
か
わ
ら
の
深
白
に

御
供
い
た
し
、
立
籠
し
末
に
、
よ
ろ
い
旗
と
も
た
ま
ハ
リ
て
家
の
た
か
ら

に
伝
り
、
ま
た
後
に
子
係
甲
州
武
田
家
へ
し
た
か
い
中
候

文
禄
仁
年
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
香
坂
　
一「
近
　
印

と
あ
る
。
し
か
し
Ｉ
平
年
度

一
二
五
０
前
後
か
ら
文
緑
年
度

一
五
九
二
前
後

ま
で
お
よ
そ
二
四
〇
年
前
後
間
の
客
観
的
史
料
を
欠
く
の
で
確
た
る
信
よ
性
の

裏
づ
け
が
な
い
の
を
遺
憾
に
思
う
。

大
字
大
卓
の
う
ち
町
と
問
■
の
間
を
西
流
し
て
天
竜
に
注
ぐ
深
沢
川

（南
）

Ｌ
牛
落
の
洞

（北
）
に
広
ま
れ
た
台
地
の
突
端
小
字
古
城
に
大
■
城
址
が
あ

っ

て
塁
郭
、
濠
地
等
を
現
存
―′
て
い
る
。
平
山
城
の
規
模
を
存
し
て
い
る
か

‥‥――
里

は
畑
に
均
さ
れ
て
残

っ
て
い
な
い
。

南
に
踊
場
、
段
基
、
東
南
に
大
神
山
常
泉
寺
と
導
場
、
東
に
荒
町

・
北
町

ｏ

中
町

ｏ
南
町
、
東
北
に
出
張
、
や
や
遠
く
西
北
に
殿
垣
外
馬
場
、
東
に
遠
く
鳥

屋
場
、
矢
平
問
遠
、
大
河
原
に
通
う
肥
養
な
ど
の
地
名
を
持

っ
て
い
る
．

ふ
だ
ん
の
居
館
は
城
＝
の
北
方
約
五
百
米
、
沖
田

（御
北
）
御
館
、
今
の
高

坂
家
で
束
と
北
に
石
塁
を
め
ぐ
ら
し
南
と
西
は
谷
と
窪
地
に
な
っ
て
い
る
。

高
坂
氏
系
図
に
よ
る
Ｌ
滋
野
氏
の
後
胤
で
海
汗
城
ｉ
一尚
坂
弾
正
少
輛
昌
イ
‐
―
を

祖
と
し
、
高
坂
呂
信
の
墓
は
松
代
に
あ
る
と
共
に
高
坂
家
で
も
古
提
を
作

●
て

い
る
ぃ

明
治
十

一
年
八
月
明
治
大
早
長
野
駐
■
の
個
天
覧
に
供
し
た
高
坂
謙
幅
の
説

明
書
に

高
坂
昌
信
の
三
男
右
近
介
宗
澄
の
係
五
郎
右
術
門
宗
久
居
を
大
革
に
占
め
農

と
な
り
し
よ
り
子
係
継
続
〈
に
至
る
。
家
に
鎧
青
及
此
指
物
を
伝
う
、

と
あ
る
．
文
政
八
年
信
玄
の
法
■
ヽ
長
條
戦
九
二
百
五
十
年
忌
法
要
が
叩
州

恵
林
■
で
催
さ
れ
た
と
き
使
者
が
来
て
招
請
さ
れ
高
坂
源

一
郎
宗
景
が
列
席
、

一一
一
一
一
一
一・一
一
一　
一一
一
・
一　
　
　
．
一一
一
一
一
　
　
・　
・　
　
一一　
　
　
　
　
一一
一
一
一
一
一
一
　
　
・一一

，‐●
一
一
一一
一

一
一

馬
場
ｏ
内
藤
・
山
県
一
甘
利
の
面
々
と
同
座

板
垣
ｏ
高
坂
ｏ
小
山
田
ｏ
秋
山

咄
呑
詰
肩
版
０
映
諭
蒲
¨
さ
汁
苗
鋼
ゞ
（
■
・
瑞
奇
詰
峠
期
０
畔
畔
サ
針

飾
珊

・
日
前
朝
う
（
哄
針
τ
飾
０
す
い
０
い
■
つ
回
＝
回
い
国
珊
器

「大草城」 (伊那 13(12)(151)、 伊那
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し
て
い
る
。

大
革
庄
三
郎
人
道
体
斎
に
あ
て
た
北
条
氏
直
天
二
十
年
九
月
文
書
に
つ
い
て

は
伊
那
路
八
十
九
号
目
絵
に
小
日
珍
彦
先
生
が
詳
解
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ

こ
に
は
省
略
す
る
が
、
天
正
十
年
七
月
下
条
兵
庫
介
頼
安
へ
出
し
た
徳
川
へ
の

起
請
文
は
大
草
休
斎
起
請

一
紙

同
家
中
衆
起
請

一
紙

に
名
を
連
ね
て
い
る
の
は

片
桐
意
釣
西
鎌
　
片
切
係
左
術
門
為
義
　
片
桐
宗
三
　
北
村
掃
部
左
衛
門

上
沼
右
近
　
塩
沢
佐
太
衛
用
　
新
居
高
助
　
大
沢
六
兵
術
　
片
切
源
三
昌
思

橋
都
十
郎
左
衛
門
貞
綱
　
松
平
仁
左
術
門
　
南
島
与
左
工
門
　
米
山
彦
七
郎

宮
下
四
郎
左
工
間
光
狂
　
北
原
七
左
Ｉ
門
定
光

と
な
っ
て
い
る
。　
工
伊
那
の
画
部
下
伊
那
の
北
部
に
亘
る
地
の
後
に
郷
士
、

帰
農
し
た
人
表
と
思
料
さ
れ
る
。
右
近
介
が
毛
利
秀
頼
の
臣
篠
治
勝
次
郎
の
も

と
に
所
の
代
官
と
な
っ
た
の
は
そ
の
後
の
こ
と
で

大
卓
山
里
申
ノ
年

（艇
長
元
年
）
御
勘
定
之
事

高

一　
一式
千
弐
Ｆ
壱
石
八
斗

物
成
　
千
弐
百
八
拾
壱
百
弐
斗
　
出
米
共

ニ

此
内
　
五
百
衿
弐
石
六
斗

一
升
八
合
　
定
り
の
大
二
　
残
而
七
百
六
拾
八

●
四
斗
式
合
米
也

（以
下
略
）

石
山
ノ
分
御
皆
済
轟

人
卓
城
は
香
坂
、
在
名
を
以
て
時
に
大
草
を
名
乗

っ
た
が
、
或
は
北
条
式
は

モ
利

・
京
価
、
式
は
下
条

・
徳
川
と
結
城

ｏ
上
田
な
ど
他
に
転
戦
し
た
と
い
う

記
録
は
あ
る
が
戦
国
の
武
将
は
こ
の
市
東
の
地
攻
略
の
必
要
も
な
く
、
ま
た
堅

塁
で
も
な
か
っ
た
で
・あ
ろ
う
。

飯
沼
の
あ
ら
城
は
の
ろ
し
台
Ｌ
い
う
が
背
後
に
狼
煙
台
と
し
て
絶
好
の
陣
場

形
出

一
四
五
〓
米
か
あ
る
の
で
そ
う
と
は
考
え
ら
れ
ぬ
。
む
し
ろ
そ
の
対
岸
指

松

尾

城

址

０

飯
田
市
松
尾
地
区
と
竜
丘
地
区
の
間
に

一
つ
の
渓
谷
が
あ
る
、
名
づ
け
て
毛

賀
沢
と
い
う
。
こ
の
谷
を
抜
ん
で
二
つ
の
城
址
が
相
対
し
て
残

っ
て
い
る
。
北

に
あ
る
の
は
松
尾
城
址
で
南
に
あ
る
の
が
鈴
岡
城
址
で
あ
り
、
と
も
に
小
笠
原

氏
に
関
す
る
城
で
あ
り
な
が
ら
、
か
な
り
衝
突
し
た
歴
史
を
持

っ
て
い
る
。

Ｏ

松
尾
城
址
は
鼎
町
名
古
熊
の
台
地
が
東
に
延
び
た
そ
の
先
端
に
あ
り
、
南
は

毛
賀
沢
に
面
し
高
距

一
〇
〇
米
に
及
ぶ
断
崖
と
な
っ
て
お
り
、
北
は
北
の
沢
の

深
い
谷
に
よ
っ
て
切
ら
れ
た
舌
状
台
地
に
位
置
し
て
い
る
。
北
の
沢
は
別
名
つ

慶
長
二
年
八
月
十
日

そ
の
子
仁
兵
衛
の
時
、
元
利
五
年
九
月
十
八
日
、
近
藤
の
は
白
崎
宗
ｉ
（”
と

井
上
の
巨
大
村
平
左
ヱ
門
と
が
大
草
村
わ
け
地

二
付
而
定
之
事
と
い
う

一
札
を

出
し
た
も
の
が
国
家
に
残

っ
て
い
る
。

（信
濃
史
料
二
十
三
巻
口
絵
及
び
本
文

ま
た
信
濃
第
十
七
巻
二
号
）
に
今
牧
久
さ
ん
が
各
方
面
の
史
料
を
引
例
さ
れ
て

山
本
近
藤
、
今
回
井
上
の
両
旗
本
の
伊
那
入
封
が
元
和
四
年
と
い
う
従
前
の
説

を

一
歩
進
め
て
元
和
五
年
五

・
六
月
の
頃
で
あ
ろ
う
か
と
述
べ
て
い
る
。

現
代
生
活
に
緑
遠
い
の
か
灯
台
も
と
暗
し
の
た
と
え
の
通
り
旧
南
向
地
区
の

人
々
で
大
革
城
■
の
所
在
を
知

っ
て
い
る
人
は
十
人
の
う
ち
二
、
二
人
ぐ
ら
い

で
あ
ろ
う
＾
そ
し
て
城
と
言
え
ば
姫
路
の
白
鷺
城
や
松
本
の
深
志
城
の
よ
う
な

天
守
閣
や
櫓
が
あ
っ
た
も
の
と
思
い
こ
ん
で
い
る
。
そ
う
で
な
い
こ
と
や
、
そ

の
所
在
に
つ
い
て
は
却
っ
て
伊
那
史
学
会
や
上
伊
那
郷
土
研
究
会
の
会
員
の
方

が
よ
く
知

っ
て
い
る
。

大
革
城
■
を
中
島
と
い
っ
て
い
る
の
は
そ
の
地
籍
が
内
颯

（今
は
田
に
な
っ

て
い
る
か
）
を
隔
て
て
そ
の
中
に
あ
る
島
の
状
を
な
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う

村
内
に
は
葛
島
の
と
り
で
、
飯
沼
の
わ
み
沢
と
手
取
沢
間
の
あ
ら
城
と
こ
の

大
革
城
の
三
つ
が
あ
っ
て
、
特
に
あ
ら
城
の
■
に
登
っ
た
も
の
は
数
え
る
ほ
ど

し
か
な
い
。
伝
え
る
所
に
よ
る
と
船
―――
城
の
と
り
そ
葛
島
砦
は
小
川
償
な
が
ら

玲
ん
ど
原
型
の
ま
ま
で
上
里
を
山
と
北
に
残
し
て
い
る
。
伝
に
よ
る
Ｌ
城
ｉ
米

山
内
蔵
之
助
は
秋
山
信
友
に
属
し
岩
村
城
に
討
死
、
ま
た
片
桐
安
芸
守
正
保
は

天
正
■
年
武
田
信
贅
に
属
し
大
島
城
に
参
じ
て
い
た
が
戦
死
し
た
と
あ
る
。

呼
の
間
に
飯
島
城
古
城
か
あ
る
の
で
、
為
公
の
第
四
子
為
実
の
孫
飯
沼
太
郎
行

俊
と
そ
の
子
飯
沼
三
郎
資
行
の
二
代
が
籠
る
べ
き
山
城
、
山
頂
は
東
山

一
町
・

南
北
五
十
間
の
削
平
地
で
、
平
時
の
居
館
が
飯
沼
平
地
田
囲
間
に
あ
っ
て
天
龍

川
満
水
の
災
を
家
り
他
へ
移
っ
た
と
考
え
た
い
が
之
は
筆
者
の
独
断
で
文
献
の

徴
す
べ
き
も
の
は
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（筆
者
　
中
川
村
北
林
）

大

ツミ

禾日

夫

ヾ
ら
沢
と
称
し
た
ｏ
地
籍
か
ら
言
う
Ｌ
西
の
ご
く
僅
か
の
部
分
が
鼎
町
に
な
っ

て
い
る
が
、
大
部
分
は
飯
田
市
松
尾

（代
田
耕
地
）
で
あ
り
、
城
址
の
麓
が
飯

田
市
毛
賀
に
な
っ
て
い
る
。
本
丸
址
は
飯
国
市
松
尾

一
〇
八

一
番
地
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
村
責
に
あ
る
の
で
古
い
書
物
に
は
色
々
と
記
さ
れ
て

い
る
。
信
陽
城
主
得
替
記
に
は

「
毛
賀
ｏ
長
熊
・
駄
科
三
ケ
村
ノ
境
ナ
ン
ド
モ

長
熊
ノ
束
方
松
尾
ノ
城
述
フ
古
城
村
卜
云
テ
高
十
四
石
ノ
御
検
地
帳
ニ
テ
長
熊

村
ノ
内
也
」
と
記
し
て
あ
る
。

０

国
道

一
五

一
号
線
述
の
八
幡
町
よ
り
重
要
文
化
財
の
神
像
を
有
す
る
鳩
嶺
八

叫
寄
雨
言
肘
０
鴨
繭
蒲
∝
ヽ
お
甜
帆
ゞ
（
■
。
Ｎ
奇
舗
峠
＝
０
翠
畔
咄
ウ
■
ヽ
Ｒ
ン
市
理

．
吊
ｍ
＝
沈
〔
¨
針
τ
飾
砂
う
い
）
熙
）
。
回
け
回
り
国
珊
訊


